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在来豚であるアグーについて、その品種特性および遺伝的構造を明らかにすることを目的に研

究を行ったところ以下のことが明らかとなった。 

1. 体尺測定値に関する分析 

 アグーの体の大きさは金華豚などの中型中国系品種と同程度であるものの、その形状的特徴は

独特で、体長よりも胸囲が大きい短く太い体型であった。体型的にアグーに最も近かったのは大

型化前の古いタイプのバークシャー種であった。 

2. 繁殖能力の現状分析および繁殖構造の分析 

 沖縄県畜産研究センターにおけるアグーの繁殖性の現状分析を行ったところ、総産子数、生存

産子数、離乳頭数は西洋系品種の半分以下であり、西洋系品種と比べて生時生存率、離乳時生存

率、平均離乳時体重および離乳時総体重は低く、ミイラ率は高い傾向にあることが明らかとなっ

た。さらに、繁殖構造の分析を行ったところアグーの総産子数および生存産子数に近交退化が認

められた。また、繁殖構造はランダム交配に近い交配様式であった。総産子数、生存産子数およ

び離乳頭数について遺伝的パラメーターを推定したところ低い遺伝率が推定された。 

3. ミトコンドリアコントロール領域におけるアグーの母系解析 

アグー集団のミトコンドリアは東アジアと西洋系の 2 つのタイプが存在し、東アジア系のハプ

ロタイプは、中国種とごく近縁であることから、アグーの祖先が大陸から導入されたという従来

の説を支持する結果が得られた。 

4.マイクロサテライトマーカー分析によるアグーの遺伝構造および遺伝的多様性評価 

核ゲノムからみたアグーの遺伝的構成は特異的であり、主成分分析や集団構造解析においてア

グーは他の品種とは異なる独自のクラスターを形成した。また、アグー集団全体において遺伝的

多様性は低かった。 

5. 発育、枝肉形質および肉質形質に関する分析 

アグーは国内で広く用いられている LWD と比べて発育や産肉量は劣るものの、加熱損失率は少

なく筋肉内脂肪や圧搾肉汁率は高いという優れた特性を示した。一方、精肉の保水性はアグーが

LWD よりも劣ることが示唆された。 

6. 高密度DNAチップを用いたアグー×ランドレースF2集団における肉質形質のゲノムワイド関

連解析 

DNA チップによるゲノムワイド関連解析の結果、背脂肪厚、加圧保水性、加熱損失率および脂

肪酸組成に関して多くの QTL が検出された。これらの QTL の中にはアグー集団での分離が示唆

されるものもあり、肉質改良への有効性が示唆された。 

 


